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1 5 0 兆円超の GX 市場で �
ビジネスチャンスを掴む

「環境にいいことは、儲からない」
そう思っていませんか。利益を追えば環境に負荷がかかり、環境に配

慮すれば利益が削られる。こうしたトレードオフは、経済活動における
前提だと思われてきました。

しかし、その前提はすでに崩れ始めています。「環境」と「ビジネス」
は、どちらかひとつを選ぶものではありません。私たちが暮らす地球の
大気、大地、海、森、そして、そこに生きるすべての生命の「本来ある
べき姿」を守りながら、経済的な持続可能性や社会全体の利便性を追求
する。その取り組みが、「環境ビジネス」です。

脱炭素経営、再生可能エネルギー、資源循環、生物多様性保全――。
環境ビジネスは、この 10 年で急速に拡大し、いまや 130 兆円を超える
巨大市場へと成長しました。

国は、2050 年の温室効果ガス排出実質ゼロ（カーボンニュートラル）
達成に向け、2023 年から 10 年間で官民合わせて 150 兆円超の GX（グ
リーントランスフォーメーション）投資を計画しています。

投資家は環境への取り組みに積極的な企業に対し、資金を投入します。
大企業は、自社のサプライチェーン全体の CO2 排出量削減のため、環
境対策に取り組んでいる企業との取引を優先します。消費者も、環境配
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慮を重視して商品を選ぶ時代です。
企業はもはや環境ビジネスを避けて通れません。この流れをチャンス

と捉えられるか、大波に乗れるかどうかが、企業の成長を左右すると言
っても過言ではないでしょう。

ただ、環境ビジネスの立ち上げは、決して簡単なものではありません。
各国の規制や制度が急速に変化する中で、最新動向を踏まえながらリス
クを見極め、事業を設計していく必要があります。

さらに、自治体、金融機関、サプライチェーン上の企業など、多くの
プレイヤーが関与するため、ビジネスの構造は複雑になりがちです。

こうした課題から、多くの企業が環境対応への必要性を理解していて
も何から始めればいいかがわからなかったり、本質的には環境にいいと
言えない活動をしてしまったりする例は少なくありません。

筆者は、環境ビジネスコンサルタントとして、20 年にわたりさまざ
まな企業の環境ビジネスの立ち上げに携わってきました。代表を務める
株式会社エコクリエイティブでは、企業や自治体を対象に、脱炭素や資
源循環の事業創出、仕組みづくり、地域活性化支援など年間 50 件程度
の環境ビジネスを支援しています。

環境という領域は時として（または得てして）学術的な視点から語ら
れることが多く、ビジネスとしての取り組みは体系的に整理されていな
い部分があります。さらに、環境ビジネスの多くが欧州主導で発展して
きたため、日本では実務的な知見が十分に共有されていません。こうし
た状況を踏まえ、環境ビジネスを包括的かつ構造的に理解するための実
践知の体系化を目指して執筆しました。

本書の構成は次の通りです。
まず、第 1 章では、なぜ、環境ビジネスが企業の競争力を左右するテ

ーマになっているのかを解説します。環境対応がコストではなく、成長
エンジンへと変わりつつある背景や規制・ルールの変化がビジネスに与
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える影響を整理するとともに、環境ビジネスに潜む落とし穴や押さえて
おくべきトレンドについて俯瞰します。

第 2 章では、環境ビジネスを「脱炭素」「資源循環」「環境汚染対策」
「生物多様性」の 4 つの分野に分け、それぞれの特徴と具体的なビジネ
ス機会を解説します。さらに、これらの分野を横断することで生まれる
シナジーや自治体・民間企業の連携による新たな可能性についても取り
上げ、環境ビジネスの全体像を立体的に理解できるようにします。

第 3 章では、環境ビジネスを実際に立ち上げるための進め方を解説し
ます。課題の特定から実現可能性の検証、事業計画の策定、実行にいた
るまでを 4 つのフェーズに分け、どのように考え、進めればいいのかを
具体的に示します。

そして、第 4 章では、筆者がおすすめする環境ビジネスの事業モデル
を 30 個ピックアップし、図解しています。自社での取り組みを検討す
る際のヒントとなるよう、事業の狙いや課題、収益化のポイントも解説
しています。

環境ビジネスを取り巻く潮流は、いままさに大きな転換期を迎えてい
ます。この機会をどう捉え、どのように事業としてかたちにしていくの
か。企業だけでなく、地域の活性化を担う自治体も考えていく必要があ
ります。

本書を通して、環境ビジネスの可能性を一緒に紐解いていきましょう。

堀 敦博
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